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ま
ち
み
ら
い
千
代
田
が
共
同
建
替

え
に
向
け
て
支
援
し
て
い
た
　
町
四

丁
目
地
区
再
開
発
協
議
会
と
三
菱
地

所
と
の
間
で
、
５
月
１８
日
に
「
事
業

協
定
書
調
印
式
」
を
開
催
し
、

町

四
丁
目
地
区
再
開
発
協
議
会
の
共
同

建
替
え
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
調
印
式
で
は
、
桜
井
潔
会
長
立

会
い
の
下
、
地
権
者
が
事
業
協
定
書

に
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

町
四
丁
目
地
区
再
開
発
協
議
会

は
、
昭
和
３０
年
代
に
建
築
さ
れ
た
建

物
の
設
備
老
朽
化
・
耐
震
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
平
成
１６
年
１１
月
に
オ

ー
ナ
ー
１１
名
と
隣
接
地
権
者
で
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
（
当
時：

千

代
田
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
公
社
）
は
、

協
議
会
発
足
以
前
よ
り
、
共
同
建
替

え
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
ま
ち
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
行
い
、

協
議
会
設
立
後
は
、
協
議
会
へ
の
組

織
助
成
な
ど
に
よ
っ
て
活
動
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。
２
年
半
に
わ
た
り

事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
た
結

果
、
平
成
１８
年
４
月
に
三
菱
地
所
株

式
会
社
を
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

決
定
し
、
今
回
の
事
業
協
定
書
の
調

印
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
事
業
は
、「
賑
わ
い（
市
街
地
）と

落
ち
着
き（
住
宅
地
）の
調
和
を
図
る

こ
と
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

「
都
心
な
ら
で
は
の
利
便
性
と
上
質

な
居
住
空
間
を
融
合
さ
せ
る
」
―

落
ち
着
き
の
あ
る
、
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り

「
重
点
的
な
緑
化
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス

街
に
潤
い
を
も
た
ら
す
」
住
宅
地

と
オ
フ
ィ
ス
街
の
調
和

「
周
辺
建
物
と
の
調
和
を
考
え
な
が

ら
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
デ

ザ
イ
ン
を
提
供
す
る
事
で
魅
力
あ

る
町
並
み
を
造
り
だ
す
」
―
周
辺

建
物
と
の
調
和
に
よ
る
魅
力
あ
る

町
並
み
造
り
に
重
点
を
置
い
た
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
来
年
１
月
を
目
途
に

最
終
的
な
契
約
を
締
結
し
た
後
、
着

工
す
る
予
定
で
す
。

■
事
業
概
要

敷
地
面
積

約
９３０

延
床
面
積

約
１
万
１
千

建
物
規
模

地
上
19
階
地
下
２
階
。

住
宅
６５
戸
、
２
階
〜
３
階
は
事
務

室
、
駐
輪
場
、
駐
車
場
等
。

５
月
２６
日
（土）
に
平
成
１９
年
度
の
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
交
流
会
総
会
が
行
わ

れ
、
意
見
交
換
会
定
期
総
会
・
交
流

会
を
合
わ
せ
、
４４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
に
関
す
る
行
政
と
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
マ
ン
シ
ョ

ン
住
民
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
１
部
の
「
区
役
所

と
の
意
見
交
換
会
」
で

は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

の
災
害
時
に
お
け
る
個
人
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
マ

ン
シ
ョ
ン
で
生
活
し
て
い
く
上
で
の

疑
問
点
や
問
題
点
に
つ
い
て
様
々
な

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

区
役
所
か
ら
も
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
住

民
の
も
つ
疑
問
や
問
題
を
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
意
見
交

換
会
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
交

流
会
を
設
立
し
て
、
２

年
６
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
年
度
に
は
役

員
の
約
半
数
が
入
れ
替

わ
り
、
名
称
も
「
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
交
流
会
」

か
ら
「
マ
ン
シ
ョ
ン
交

流
会
」
と
呼
び
や
す
く

変
更
し
ま
し
た
。

今
後
も
マ
ン
シ
ョ
ン
・
行
政
・
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
な
ど
、

新
た
な
テ
ー
マ
も
加
え
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

町四丁目地区再開発事業がスタート
再
開
発
協
議
会
が
調
印
式

こ
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
江
戸
天
下
祭
で

は
、
今
ま
で
昼
間
に
行
わ
れ
て
い
た
山

車
・
神
輿
の
順
行
が
夕
刻
か
ら
の
宵
宮
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
今
年
は
朝
鮮

通
信
使
４００
周
年
記
念
と
し
て
、
朝
鮮
通
信

使
再
現
行
列
が
順
行
に
参
加
し
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
と
は
、
朝
鮮
国
王
か
ら
日

本
国
王
に
国
書
を
渡
す
た
め
に
派
遣
さ
れ

た
使
節
の
事
で
、
古
く
は
室
町
時
代
か
ら

始
ま
り
、
一
時
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
江

戸
時
代
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。通

信
と
は
「
信
（
よ

し
み
）
を
通
わ
せ
る
」

と
言
う
意
味
で
、
日
朝

友
好
の
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

一
行
は
船
で
日
本
の

対
馬
に
渡
り
、
瀬
戸
内

海
を
経
由
し
て
大
阪
、

そ
し
て
京
都
へ
。
そ
の

後
は
中
仙
道
、
美
濃
路
、

東
海
道
を
経
て
江
戸
ま
で
を
約
一
年
近
く

を
か
け
て
往
復
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化

面
に
お
い
て
も
多
大
な
影
響
を
与
え
、
現

在
も
全
国
に
ゆ
か
り
の
あ
る
町
に
は
通
信

使
に
ち
な
む
祭
り
や
地
名
が
沢
山
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

通
信
使
の
構
成
は
正
使
を
筆
頭
に
副
使
、

従
事
官
の
三
使
と
書
記
、
学
者
、
画
家
、

医
者
、
楽
人
、
曲
馬
隊
な
ど
３００
人
か
ら
５００

人
に
も
達
す
る
賑
や
か
な
行
列
で
、
異
国

の
珍
し
い
衣
装
や
、
み
つ
ぎ
物
と
し
て
連

れ
て
来
ら
れ
た
珍
し
い
動
物
を
一
目
見
よ

う
と
、
沿
道
に
は
沢
山
の
見
物
客
が
集
ま

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
様
子
を
再
現
し
た
華
麗
で
壮
大

な
行
列
が
江
戸
天
下
祭
に
華
を
添
え
ま
す
。

飯
田
橋
商
店
街
振
興
組
合
で

は
「
朝
顔
ま
つ
り
・
フ
ラ
ワ
ー

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間
中
に
、
飯
田
橋
商
店

街
振
興
組
合
に
加
盟
す
る
店
舗

で
買
物
を
し
て
、
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る
と
、
鉢
植
え
花
や
生
ビ

ー
ル
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。ス

タ
ン
プ
は
、
３
店
舗
の
も

の
を
集
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
千
代
田

区
賑
わ
い
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
に
て
一
部
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
引
渡
し
は
、
最

終
日
（
７
月
１３
日
）
午
後
５

時
３０
分
か
ら
、
区
政
会
館
前

広
場
（
飯
田
橋
３
―
５
―
１
）

で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

で
は
朝
顔
の
販
売
も
行
い
ま

す
。

問
合
せ
　
飯
田
橋
商
店
街
振
興

組
合1

３
２
６
１
―
７
２
２
４

※
商
店
街
の
支
援
制
度
に
つ
い

て
は
、
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

m2

m2

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
交
流
会
」の

総
会
を
開
催

朝
顔
ま
つ
り
・
フ
ラ
ワ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

今
年
は
４００
周
年
。
９
月
２９
日
夕
刻
に
順
行

５月４日に行われた釜山
プ サ ン

（韓国）での
パレード

７
月
２
日
〜
１３
日
ま
で

飯
田
橋
商
店
街
振
興
組
合

商店街地域に発生する空き店舗が、

その地域の賑わいを損なうため、空き

店舗を活用した事業について、事業費

の一部を助成します。

店舗の条件 区内の商店街地域で３か

月以上の空き店舗で、建物の１階部

分を含むことなど。

補助条件
・区の補助終了後も事業の継続

が見込まれること。

・周辺商店街や町会から事業の

了解が得られること。

・フランチャイズ事業者の加盟

店でないことなど。

申請できる方 商店会、商工会

議所、大学の研究室

補助金額 当初の設備改修費で

２５０万円まで。月額家賃の３分の２以

内で３０万円まで（最大２４カ月）

申請期限 ８月３日（金）

事業者の決定 申請内容を審査し、補

助事業者を決定します。

申込み 商工振興グループ

空き店舗活用支援の受付

平成１６年度に助成を受けた「ふれあい神田市場」

（1）（2）

（3）



賃
貸
す
る
場
合
は
、
区
分
所
有

者
の
新
し
い
連
絡
先
、
借
り
る
人

の
名
前
、
住
所
等
を
届
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
売
却
の
場
合
に
は
、

売
却
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
区
分
所

有
者
が
変
更
に
な
る
と
い
う
こ
と

と
、
新
た
に
区
分
所
有
者
と
な
る

人
の
名
前
等
に
つ
い
て
届
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
賃
貸
も
売
却
も

個
人
の
自
由
で
す
が
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
や
管
理
組
合
の
運
営
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
区
分
所

有
者
の
変
更
や
賃
貸
の
状
況
を
管

理
組
合
が
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
こ
の
た
め
管
理
組
合

に
組
合
員
（
区
分
所
有
者
）
の
変

更
と
新
た
に
誰
が
組
合
員
に
な
る

の
か
を
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
管
理
組
合
は
居
住
者
名

簿
等
を
作
成
・
保
管
し
、
届
出
の

あ
る
毎
に
名
簿
の
変
更
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
管
理
規
約
に
お
け
る
届

出
義
務
に
つ
い
て
定
め
が
な
い
場

合
は
、
区
分
所
有
者
に
周
知
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
管
理
規
約

に
明
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
次
回
は
「
管
理
組
合
法
人
に
つ

い
て
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

賃
貸
、
売
却
を
考
え
て
い
る
の
だ
け
ど
、

管
理
組
合
に
届
け
る
必
要
っ
て
あ
る
の
？

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

Ｖｏ
　
５
ｌ.

広　告

まちみらいニュース ◇平成19年6月20日◇

財財団団各各ググルルーーププのの事事業業紹紹介介（その2）

財団全体の事業計画立案や予算管理、広報やまちづくりに関する支援を中心

に業務を行っています。

＜主な事業＞
●千代田まちづくりサポートの運営

千代田区をより快適で活気あるまちにするため、自主的な市民活動によるま

ちづくりに助成しています。

●地域ポータルサイト「千代田day
,
s

デ イ ズ

」・地域ＳＮＳ「ちよっピー」の企画・運営

千代田区内の地域情報を発信するポータルサイ

トやＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービ

ス）を運営しています。また、最新情報をお伝え

する「千代田day
,
sメールマガジン」も発行してい

ます。

●「まちみらいニュース」の編集・発行

財団の事業活動や都心居住に関する情報など、

皆さまのお役に立つ情報をお届けしています。

●賛助会員との交流・連携強化

財団のサポーターである賛助会員との交流・連

携の強化をおこなうために、財団の事業活動やま

ちづくりに関する情報を定期的に提供しています。また、賛助会員の相互交流

と、まちづくりや企業の地域貢献活動などについて紹介することを目的に、ま

ちづくり施設見学会を開催しています。

●まちづくりハウス“アキバ”跡地活用

家電・ＩＴ産業の集積地である秋葉原の中心にある「まちづくりハウス“ア

キバ”」の跡地活用について、事業者の募集や事業者の選考を行う選考委員会を

設置し、検討を進めていきます。。

地域振興グループでは、千代田にいる人、住んでいる人、働いている人、勉

強している人、観光や仕事で訪れた人に「もっと千代田を知って欲しい」「もっ

と千代田を楽しんで欲しい」という発想のもと、地域、区民、昼間区民を含む

大きなネットワークづくりを目指しています。

具体的には以下の３つのサービスを検討しています。

（1）千代田ならでは体験ができる、千代田体験サービス

（2）ホームページ、メールマガジン、地図などの情報交流サービス

（3）地域での消費を盛り上げるためのポイントサービス

これらのサービスにより、約８５万人といわれる在勤者や在学者の皆さんと千

代田という地域のつながりを強めることによって地域の振興を図ります。

また区内企業の業種別の経営力強化のためのプロジェクト活動に対する事業

支援や、ＩＴ活用技術向上のためのオープンセミナー、フォローアップセミナー

ならびに参加者同士の交流会を開催します。

江戸からの伝統と文化を次の世代に伝えていくこと。地域、企業、学校、行

政が連携して新しい文化を創造すること。この２つを目標に積極的な活動を行

います。また、他の団体が実施するコミュニティの活性化に寄与する事業に対

して協賛、後援などの支援を行います。

＜主な事業＞
●江戸天下祭実行委員会事務局の運営

千代田区の秋の文化芸術事業の一環として隔年で実施している｢江戸天下祭｣の

実行委員会事務局を運営します。

●千代田区さくら基金の管理

全国有数のさくらの名所である千

代田区のさくらの景観を守り、後世

に伝えるための｢さくら基金｣を管理

します。

●外国人との交流

区民と外国人の相互理解と国際交

流を図る目的で交流会を実施します。

●創作和紙ワークショップの支援

区民等参加による創作和紙のワークショップを支援します。

まちみらい千代田では、４月より組織体制を見直し、グループ制を導入しました。地域のさまざまなニーズに対応するため、
柔軟に事業を展開できる体制を整備しました。

企画総務グループ

地域振興グループ

文化振興グループ

千代田観光サポーターでは、地

域の観光資源を発掘し、地域の持

ち味を活かした観光メニューの企

画検討を行っています。

その中のひとつである神保町ガ

イドチームでは、神保町のファン

を増やすことを目的に、毎月１回

様々なテーマ(本・食・喫茶・歴

史・人など)のガイドツアーを実施

しています。ガイドツアー情報は、

千代田day’s (http://www.chiyoda

-days.jp/)の神保町エリアページ等

に掲載していますので、ぜひご参

加ください。

■これまで行ったガイドツアー
「本屋と喫茶店」「歴史と喫茶店」

「おいしいお店とお土産」「レトロ

情緒を楽しむ」「江戸を知る古書店

めぐり」「はじめてのおさんぽ神保

町」「仕事帰りの神保町」など

問合せ 文化振興グループ

神保町でガイドツアーを行っています。

地域ポータルサイト
「千代田day,s」

創作和紙ワークショップ
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